
平成26年度保育所・幼稚園の入所受付 合川まと火交流プロジェクト

　
保
護
者
や
家
族
が
仕
事
な
ど
に
よ
り
家
庭
で
保
育
が
で

き
な
い
お
子
さ
ん
を
保
育
す
る
施
設
で
す
。
お
お
む
ね
生

後
３
か
月
か
ら
就
学
前
の
お
子
さ
ん
が
入
所
で
き
ま
す
。

受
付
期
間　
11
月
1
日（
金
）〜
11
月
29
日（
金
）

受
付
場
所　
本
庁
福
祉
課
こ
ど
も
福
祉
係
、
各
総
合
窓
口

　
セ
ン
タ
ー
、
各
出
張
所
、
各
保
育
所

提
出
書
類　
入
所
申
込
書
は
受
付
場
所
に
備
え
付
け
て
い

　
ま
す
。
提
出
書
類
は
案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

入
所
に
つ
い
て　
入
所
の
可
否
は
、
受
付
期
間
内
に
申
し

込
み
の
あ
っ
た
も
の
を
審
査
し
た
上
で
決
定
し
ま
す
。

　
◎
申
込
み
が
多
い
場
合
、
保
護
者
の
就
労
状
況
な
ど
に

　
よ
り
選
考
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
に
添
え
な
い
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。

　
◎
受
付
期
間
後
の
申
込
み
や
年
度
途
中
の
入
所
希
望
に

　
つ
い
て
は
、
審
査
後
空
き
が
あ
る
場
合
に
、
後
日
審
査

　
を
し
て
の
決
定
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

保
育
料
に
つ
い
て　
児
童
の
年
齢
と
保
護
者
（
原
則
と
し

て
父
母
）
の
合
算
し
た
前
年
分
所
得
税
額
、
前
年
度
分

市
民
税
額
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
兄
弟
が
保
育
所
、
幼

稚
園
ま
た
は
認
定
こ
ど
も
園
に
同
時
に
在
籍
す
る
場
合
、

保
育
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
所
得
制
限
内
の
ご

家
庭
で
は
申
請
に
よ
り
、「
す
こ
や
か
子
育
て
支
援
事

業
」
に
よ
る
保
育
料
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。（
申
請

書
は
入
所
申
込
書
と
一
緒
に
お
渡
し
し
ま
す
）

　
　
福
祉
課
こ
ど
も
福
祉
係　
☎
62‐
６
６
３
８　

　
就
学
に
向
け
て
教
育
の
基
礎
を
培
い
、
お
子
さ
ん
の
心

身
の
発
達
を
助
長
す
る
施
設
で
す
。

募
集
人
数　
30
人

募
集
区
分　

４
歳
児
（
平
成
21
年
４
月
２
日
か
ら
22
年
４

　
月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
）
を
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、

　
５
歳
児
も
あ
わ
せ
て
募
集
し
ま
す
。
た
だ
し
、
応
募
人

　
数
が
10
人
に
満
た
な
い
場
合
は
、
入
園
を
お
断
り
さ
せ

　
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
11
月
５
日（
火
）〜
11
月
22
日（
金
）

申
込
方
法　
所
定
の
書
類
に
記
入
の
上
、
た
か
の
す
幼
稚

　
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
所
定
の
書
類
は
、
た
か
の

　
す
幼
稚
園
及
び
市
教
育
委
員
会
総
務
課
に
備
え
付
け
て

　
い
ま
す
）

選
考
方
法　
（
イ
）
書
類
選
考
（
ロ
）
面
接
選
考
（
ハ
）　

　
身
体
検
査
な
ど
の
方
法
に
よ
り
、
平
成
26
年
２
月
ま
で

　
に
入
園
決
定
を
保
護
者
に
通
知
し
ま
す
。

　
　
た
か
の
す
幼
稚
園　
☎
62‐
２
６
１
３

　　
保
育
所
（
０
〜
５
歳
児
）
と
幼
稚
園
（
３
〜
５
歳
児
）

の
両
方
の
機
能
を
持
っ
た
施
設
で
す
。
引
き
続
き
申
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
入
園
に
つ
い
て
は
、
直
接
園
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
認
定
こ
ど
も
園
し
ゃ
ろ
ー
む　
☎
62‐
１
２
４
９

　
合
川
地
区
の
伝
統
行
事
ま
と
火
と
郷
土
料
理
だ
ま
こ
鍋

を
提
供
す
る
「
合
川
ま
と
火
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１

３
」
が
、
10
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
、
岩
手
県
山
田
町
で

行
わ
れ
、
合
川
中
学
校
（
小
笠
原
茂
人
校
長
、
生
徒
数
１

５
７
人
）
の
生
徒
た
ち
が
、
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の

供
養
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、
現
地
の
中
学
生

ら
と
交
流
し
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
毎
年
、
お
盆
の
14
日
に
合
川

中
学
校
男
子
生
徒
が
協
力
し
て
い
る
伝
統
行
事
「
合
川
ま

と
火
」
を
通
じ
て
、「
合
中
生
が
被
災
地
に
何
か
応
援
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
」
と
、
支
援
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ

た
こ
と
に
始
ま
り
、
県
の
「
子
ど
も
ふ
る
さ
と
交
流
支
援

事
業
」
を
活
用
し
、
生
徒
32
人
と
引
率
者
及
び
指
導
者
19

人
の
あ
わ
せ
て
51
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
日
に
は
、
山
田
町
役
場
周
辺
の
施
設
や
仮
設
住
宅
を

訪
問
し
て
の
広
報
活
動
を
行
い
、
被
災
者
か
ら
体
験
談
な

ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
二
日
目
に
は
、
山
田
町
の
小
・
中
学
生
と
、
ま
と
火
や

だ
ま
こ
鍋
の
準
備
を
し
て
交
流
。
ま
と
火
の
供
養
式
が
始

ま
る
夕
方
に
は
多
く
の
人
が
訪
れ
、
だ
ま
こ
鍋
や
バ
バ
ヘ

ラ
ア
イ
ス
に
行
列
が
で
き
る
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
東
日

本
大
震
災
で
亡
く
な
っ
た
方
の
霊
を
弔
う
供
養
式
が
始
ま

施　設　名

幼稚園

62‐1249

開所日時

90（私）認定こども園しゃろーむ

大町2‐30
栄字太田新田43‐2
脇神字高村岱140
七日市字石倉岱18
綴子字大堤26‐1
李岱字下豊田1
米内沢字御嶽84‐1
阿仁前田字下川端101‐1
阿仁銀山字上新町71‐1
阿仁幸屋渡字前野7‐19

100
60
120
60
90
170
150
70
46
30

鷹巣中央保育園
鷹巣東保育園
(私）南鷹巣保育園
(私）七日市保育園
(私）綴子保育園
あいかわ保育園
米内沢保育園
前田保育園
阿仁合保育園
大阿仁保育園

月～土曜日
7：00 ～ 19：00
（18:00以降は延長保育）

62‐2630
62‐2254
62‐1140
66‐2054
62‐0786
78‐9030
72‐4020
75‐2316
82‐3113
84‐2109

住　所

保育所

電話番号種　類

入
所
受
付
が
始
ま
り
ま
す

入
所
受
付
が
始
ま
り
ま
す

入
所
受
付
が
始
ま
り
ま
す

月～土曜日
7：30 ～ 19：00
（18：30以降は延長保育）

月～金曜日(春・夏・冬休みあり）

認定
こども園 短時間部（鷹巣教会幼稚園）

東横町10‐34
50

月～土曜日７：00～ 19：00
8：30～14：30（預かり保育は要相談）

（18：00以降は延長保育）
月～金曜日(春・夏・冬休みあり）

長時間部（鷹巣保育園）

■
認
定
こ
ど
も
園

■
幼
稚
園

保
育
所
・
幼
稚
園
の

保
育
所
・
幼
稚
園
の

保
育
所
・
幼
稚
園
の

たかのす幼稚園 坊沢字善千鳥坂17 62‐2613 30

募集
人数

※祝日・年末年始は休みです。
　その他、休みになる場合あり( )

被
災
地
と
市
を
つ
な
ぐ
絆

被
災
地
と
市
を
つ
な
ぐ
絆

被
災
地
と
市
を
つ
な
ぐ
絆

り
、
男
子
生
徒
の
手
に
よ
っ
て
火
が
次
々
に
灯
さ
れ
る
と
、

長
さ
約
１
１
０
メ
ー
ト
ル
の
水
平
ま
と
火
と
「
つ
な
ぐ
」

の
文
字
が
浮
か
び
上
が
る
仕
掛
け
ま
と
火
の
幻
想
的
な
光

景
に
、
手
を
合
わ
せ
る
多
く
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ま
と
火
に
訪
れ
た
方
々
へ
、
生
徒
一
人
一
人
が

「
が
ん
ば
れ
岩
手
、
が
ん
ば
れ
山
田
町
」、「
東
北
に
光
を
」

な
ど
と
想
い
の
込
め
た
手
書
き
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
た

ハ
ン
カ
チ
を
手
渡
す
と
、「
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」、

「
ま
た
来
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
の
感
謝
の
言
葉
と
笑
顔
が

会
場
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
大
館
市
出
身
で
岩
手
県
立
山
田
病
院
の

平
泉
宣
副
院
長
の
講
話
を
聴
い
た
後
、
合
川
中
学
校
祭
で

の
バ
ザ
ー
の
収
益
金
と
寄
付
金
を
山
田
町
の
東
日
本
大
震

災
遺
児
を
支
援
す
る
「
鈴
木
善
幸
記
念
教
育
基
金
募
金
」

へ
寄
付
し
ま
し
た
。
帰
路
に
着
く
バ
ス
の
中
で
生
徒
た
ち

は
、「
小
さ
い
子
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
皆
に
あ
り
が
と

う
と
言
わ
れ
た
の
が
嬉
し
か
っ
た
」「
早
く
元
の
姿
に
戻
っ

て
欲
し
い
」「
被
災
地
の
支
援
や
募
金
活
動
に
積
極
的
に

参
加
し
た
い
」
な
ど
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　
な
お
、
北
秋
田
市
で
は
、
山
田
町
へ
震
災
直
後
に
避
難

所
運
営
の
た
め
職
員
派
遣
を
行
っ
た
ほ
か
、
現
在
も
職
員

を
派
遣
し
復
興
支
援
を
続
け
て
い
ま
す
。

被
災
地
の
岩
手
県
山
田
町
と
の
交
流

合
川
ま
と
火
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

合
川
ま
と
火
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

感
謝
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

震災で亡くなった方を供養した合川まと火震災で亡くなった方を供養した合川まと火

平成26年度平成26年度

　▲だまこ鍋の振る舞い

■
保
育
所

9：00～19：00（14：00以降は預かり保育等）
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